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発電機出力
約20%

発電機出力
約75%

発電機出力
約50%

タービン系主要
ポンプ全数起動

復水器
真空上昇

制御棒引抜
開始～臨界

原子炉圧力
7.0MPa

原子炉圧力
3.5MPa

：復水器真空度
：原子炉圧力
：タービン回転速度
：発電機出力

（注）本起動曲線は概要であり、実際の起動
曲線とはそぐわない箇所もあります。

凡例

評価
発電機出力
75%時

評価
（最終評価）評価

（定格熱出力時）

評価
発電機出力
50%時

評価
（制御棒引抜前）

評価
原子炉格納容器

内の点検 (7.0MPa)

評価
（仮並列後）

① ②-1 ③-1
評価

原子炉格納容器
内の点検 (3.5MPa)

評価
発電機出力
20%時

④-1 ⑤-1 ⑥

評価
（主ﾀｰﾋﾞﾝ起動後）

②-2 ③-2 ④-2 ⑤-2

柏崎刈羽原子力発電所１号機 新潟県中越沖地震後のプラント全体の機能試験に係る進捗状況

最終の
健全性評価

定格熱出力
一定運転時の
点検・試験

定格熱出力時の
点検・試験

発電機出力
100%時の
点検・試験

発電機出力
75％時の
点検・試験

発電機出力
50％時の
点検・試験

発電機出力
20％時の
点検・試験

主タービン、主発
電機の起動時の

点検・試験

原子炉昇圧時
（約3.5MPa、

約7.0MPa）の点検

真空上昇時
の点検

⑤-3【定格熱出力
到達後の評価】
原子炉の出力を上昇さ
せ、定格熱出力におい
て、プラントが健全で
あることを確認する。

○プラント運転
パラメータ採取

○蒸気系配管・機器
漏えい確認

◎配管振動確認
○巡視点検

評価結果

○プラント運転
パラメータ
採取

○プラント運転
パラメータ採取

○巡視点検

○原子炉隔離時
冷却系機能試験

○気体廃棄物処理系
機能試験

◎蒸気ﾀｰﾋﾞﾝ性能試験
（その１）

○プラント運転
パラメータ採取

○プラント運転
パラメータ採取

◎配管振動確認
○巡視点検

○プラント運転
パラメータ採取

○蒸気系配管・機器
漏えい確認

◎配管振動確認

○プラント運転
パラメータ採取

○蒸気系配管・機器
漏えい確認

◎配管振動確認
○蒸気タービン性能

試験（その２）

○プラント運転
パラメータ採取

○主タービン運転
状態確認

○主発電機総合機能検査
○主変圧器、所内変圧器
のの作動状態の確認

○プラント運転
パラメータ採取

○原子炉格納容器内
の点検

○蒸気系・給水系配管・
機器漏えい確認

◎配管熱変位量影響確認
◎配管振動確認
◆原子炉隔離時冷却系

設備点検

主な試験
と確認項目＊

③-2【主発電機仮並列後
の評価】
主発電機を系統に仮並列し
た後、原子炉出力を上昇さ
せて、発電機出力 約20%
において主発電機・主変圧
器等の健全性を確認する。

②-2【原子炉昇圧（約
7.0MPa）後の評価】
原子炉圧力 定格圧力約
7.0MPaにおいて、原子
炉格納容器内の機器・配
管等が健全であることを
確認する。

⑤-2【発電機出力
100%到達後の評価】
原子炉の出力を上昇さ
せ、発電機出力100%
において、プラントが
健全であることを確認
する。

④-2【発電機出力約
50%到達後の評価】
原子炉の出力を上昇さ
せ、発電機出力 約50%
において、プラントが
健全であることを確認
する。

⑦【最終評価】
プラントの運転状
態を継続的に監視
することで、プラ
ント運転状態が安
定しており健全で
あることを確認す
る。また、最終的
にプラント全体の
機能試験の結果を
評価する。

⑥【系統機能試験
完了】
定格熱出力一定運転
状態において３項目
の系統機能試験を行
い、系統機能が健全
であることを確認す
る。

⑤-1【発電機出力約
75%到達後の評価】
原子炉の出力を上昇させ、
発電機出力 約75%にお
いて、プラントが健全で
あることを確認する。

④-1【発電機出力約
20%到達後の評価】
主発電機を系統に本並
列した後、発電機出力
約20%において、プ
ラントが健全であるこ
とを確認する。

③-1【主タービン起動後
の評価】
原子炉からの蒸気を主ター
ビンに供給し、無負荷での
主タービンの運転状態が健
全であることを確認する。

②-1【原子炉昇圧（約
3.5MPa）後の評価】
原子炉圧力 約3.5MPa
において、初めて入熱す
ることで状態が変化する
原子炉格納容器内の機器
・配管等が健全であるこ
とを確認する。

①【復水器真空度
上昇後の評価】
制御棒引抜前にお
いて、機器（主復
水器等）が健全で
あることを確認す
る。

主な評価
内容

ホールド
ポイント

平成22年６月17日
東京電力株式会社

別 紙

◎：地震後の健全性確認のため、特別に実施する項目
○：通常のプラント起動時に加え地震後の健全性確認のため、内容・範囲等を追加した項目
◆：通常のプラント起動時にも実施している項目

＊ 凡例

評価
発電機出力
100%時

⑦

⑤-3

① ② ③ ④-1 ④-2 ⑤-1 ⑤-2 ⑤-3 ⑥ ⑦

主タービン起動

タービン
回転速度

1500rpm

発電機
仮並列

発電機
本並列

プ
ラ
ン
ト
の
起
動
曲
線

プ
ラ
ン
ト
の
起
動
曲
線

復水器
真空度

① 平成22年５月22日
評価：良

： 前回お知らせ（平成22年６月15日）からの進捗箇所

②-1 平成22年６月２日
評価：良

②-2 平成22年６月４日
評価：良

③-1 平成22年６月５日
評価：良

③-2 平成22年６月６日
評価：良

④-1 平成22年６月７日
評価：良

⑤-1 平成22年６月11日
評価：良

④-2 平成22年６月９日
評価：良

⑤-2 平成22年６月15日
評価：良

定格熱出力一定運転

平成22年６月17日
16時現在

⑤-3 平成22年６月17日
評価：良
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原子炉
圧力容器

炉心

原子炉再循環
ポンプ

制御棒

圧力抑制室

原子炉
格納容器

海

＜ 主な評価内容 ＞
原子炉の出力を上昇させ、定格熱出力において、プラントが健全であることを確認する。

＜ 主な試験・確認項目 ＞
プラント運転パラメータ採取、蒸気系配管・機器漏えい確認、
配管振動確認、巡視点検 等

＜ 次工程 ＞
定格熱出力一定運転を継続し、各系統機能試験を実施する。

評価結果 ⑤-３ 定格熱出力到達後の評価
平成22年６月17日 評価完了：良

高圧
タービン

主排気筒

主変圧器

湿分分離器

蒸気

蒸気加減弁

給水ポンプ

主発電機

海水

給水

希ガスホールド
アップ塔

発電機出力
112万kＷ程度

低圧タービン

主復水器

循環水ポンプ

タービン
バイパス弁

原子炉隔離時
冷却系ポンプ

非常用復水
貯蔵槽

【プラント確認試験】
巡視点検

【プラント確認試験】
プラント運転

パラメータ採取

【設備点検】
蒸気系配管・機器

漏えい確認

【その他】
配管振動確認
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原子炉
圧力容器

炉心

原子炉再循環
ポンプ

制御棒

圧力抑制室

原子炉
格納容器

海

＜ 主な評価内容 ＞
定格熱出力一定運転状態において３項目の系統機能試験を行い、
系統機能が健全であることを確認する。

＜ 主な試験・確認項目 ＞
原子炉隔離時冷却系機能試験、気体廃棄物処理系機能試験、
蒸気タービン性能試験（その１）

次工程 ⑥ 系統機能試験完了後の報告

発電機出力
112万kW程度

高圧
タービン

主排気筒

主変圧器

湿分分離器

蒸気

給水ポンプ

主発電機

海水

給水

希ガスホールド
アップ塔

低圧タービン

主復水器

循環水ポンプ

原子炉隔離時
冷却系ポンプ

非常用復水
貯蔵槽

蒸気加減弁
タービン

バイパス弁

【系統機能試験】
気体廃棄物

処理系機能試験

【系統機能試験】
原子炉隔離時

冷却系機能試験

【系統機能試験】
蒸気タービン性能
試験（その１）
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次工程 原子炉隔離時冷却系機能試験

＜本系統の役割【冷やす】＞
給水系からの冷却水の喪失による原子炉隔離時に、
原子炉へ冷却水を送り、炉心の冷却ならびに原子炉

水位の維持を行う。

＜試験の目的＞
冷却材喪失事故信号を模擬することで、原子炉隔離
時冷却系が自動的に起動し、所定時間内に機能に必
要な流量に達すること、および運転状態においてポ
ンプが所定の性能を満足し、異常（異音・異臭・振
動・漏えいなど）が無いことの確認を行う。

いまた、注入弁が全開することを確認する。

原子炉隔離時冷却系
ポンプ駆動用タービン

原子炉隔離時
冷却系ポンプ

注入弁

タービンへ

非常用復水
貯蔵槽

圧力抑制室

原子炉
圧力容器

原子炉
格納容器
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＜本系統の役割＞
原子炉で発生した蒸気に含まれている排ガス（水素、酸素、希ガス）を適切に処理※する。

※ 水素と酸素については、再結合させて水に戻す。また、希ガスについては、時間減衰させて
放射能を十分低い状態にする。

＜試験の目的＞
プラントの運転状態が定格熱出力一定状態において、気体廃棄物処理系の運転状態
について系統に関するデータ採取（温度・水素濃度・流量・差圧等）を行い、
運転状態に異常が無いこと、および所定の性能が発揮出来ることを確認する。

次工程 気体廃棄物処理系機能試験

主
排
気
筒

主タービン

主復水器

蒸気式空気
抽出器

排ガス予熱器

排ガス
再結合器

排ガス
復水器

除湿冷却器

排ガス
フィルタ

真空ポンプ

タービン建屋

原子炉で
発生した蒸気

水素と酸素を再結
合させて水に戻す

活性炭式希ガス
ホールドアップ塔

前置フィルタ
脱湿塔

循環水タンク

希ガスを保持し、
放射能を時間減衰
させる
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高圧タービン

主発電機

＜本系統の役割＞
原子炉で発生した蒸気にて蒸気タービンを回転させ、その回転エネルギーを同軸に
直結された主発電機に伝達する。

＜試験の目的＞
プラントの運転状態が定格熱出力一定状態において、蒸気タービン関連設備に
関するデータ採取（回転速度・軸受振動・温度・圧力等）を行い、
安全かつ安定した運転状態であることを確認する。

次工程 蒸気タービン性能試験（その１）

低圧タービン 低圧タービン 低圧タービン

湿分分離過熱器

↑

冷却水（海水）冷却水（海水）冷却水（海水）

原子炉へ

軸受

原子炉で
発生した蒸気

蒸気止め弁

主復水器 主復水器 主復水器

湿分分離器

↑ ↑


